
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアハウスマリナグリーン御津  

入 居  契  約  書  



 

 

 

ケ ア ハ ウ ス 「 マ リ ナ グ リ ー ン 御 津 」 の 理 事 長 （ 以 下 「 甲 」 と い

う 。 ） は 、 入 居 者 （ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） 及 び 身 元 保 証 人 、 返 還 金

受 取 人 と の 間 に お い て 、 次 の と お り 契 約 を 締 結 す る 。  

 

第 1 条 （ 目 的 ）   

 甲 は 、 国 の 定 め る 「 軽 費 老 人 ホ ー ム 設 置 運 営 要 綱 」 に 基 づ き 、 乙

が 心 身 共 に 充 実 し た 明 る い 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 こ の 施 設

を 利 用 さ せ る こ と 、 及 び こ の 契 約 の 定 め る 各 種 サ ー ビ ス を 提 供 す る

こ と を 約 し 、 乙 は 甲 に 対 し 信 義 を 守 り 、 誠 実 に こ の 契 約 を 履 行 す る

こ と を 約 す る 。  

 

第 2 条 （ 施 設 の 管 理 、 運 営 ）  

 甲 は 必 要 な 職 員 を 配 置 し て 、 乙 の 日 常 生 活 に 必 要 な 諸 業 務 を 処 理

す る と 共 に 、 建 物 及 び 付 帯 設 備 の 維 持 管 理 を 行 う も の と す る 。  

 

第 3 条 （ 遵 守 義 務 ）  

１ ．  乙 は 甲 に 対 し て 誠 意 を 持 っ て 、 こ の 契 約 に 定 め る 事 項 を 履 行 す

る と 共 に 、 甲 が 示 す 管 理 規 程 、 そ の 他 諸 規 定 及 び 甲 が 指 示 す  

る 事 項 を 遵 守 す る も の と す る 。  

２ ．  甲 が 前 項 の 管 理 規 程 を 改 変 す る 場 合 は 社 会 福 祉 法 人 夢 工 房 理 事

会 の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

 

第 4 条 （ 管 理 規 程 ）  

  こ の 契 約 に 付 随 し て 、 甲 が 別 に 定 め る 管 理 規 程 を 甲 乙 と も に  

遵 守 す る も の と す る 。  

 

第 5 条 （ 施 設 の 利 用 及 び 利 用 制 限 ）   

１ ．  乙 は 、 第 １ ７ 条 （ 乙 の 契 約 解 除 ） に 基 づ く 契 約 が な い 限 り こ の

契 約 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 専 用 居 室 （ 以 下 「 居 室 」 と い

う 。 ） 及 び 甲 が 共 用 の た め 設 置 し た 設 備 （ 以 下 「 共 用 設 備 」 と

い う 。 ） を 利 用 す る こ と が で き る も の と す る 。   

２ ．  乙 は 、 そ の 居 室 を 専 ら 乙 の 居 住 以 外 の 目 的 に 使 用 し て は な ら な  

い 。  

ケ ア ハ ウ ス  マ リ ナ グ リ ー ン 御 津  入 居 契 約 書  



第 ６ 条 （ 各 種 サ ー ビ ス ）  

甲 は 乙 に 対 し 以 下 の サ ー ビ ス を 提 供 す る も の と す る 。  

提 供 の 方 法 に つ い て は 、 別 途 管 理 規 程 に お い て 定 め る 。  

（ １ ） 各 種 生 活 相 談 及 び 助 言  

（ ２ ） 乙 の 尊 厳 を 重 視 し 、 身 体 拘 束 適 正 化 に つ き 対 策 す る 。  

（ ３ ） 貴 重 品 ＜ 各 種 保 険 証 等 、 そ の 他 ＞ の 預 か り ）  

（ ４ ） 食 事 の 提 供  

（ ５ ） 入 浴 準 備  

（ ６ ） 災 害 、 疾 病 等 の 緊 急 時 の 対 応  

（ ７ ） 在 宅 保 健 、 福 祉 サ ー ビ ス に 関 し 連 絡 等 の 便 宜 を 図 る こ と 。  

（ ８ ） 自 主 活 動 へ の 協 力  

（ ９ ） そ の 他 国 の 定 め る 「 軽 費 老 人 ホ ー ム 設 置 運 営 要 綱 」 第 ４ ケ

ア ハ ウ ス に 基 づ い て 必 要 と さ れ る サ ー ビ ス  

（ １ ０ ） 提 供 す る サ ー ビ ス の 実 施 状 況 に つ き 第 三 者 評 価 を 受 審 す

る 。 ※ 直 近 の 受 審  令 和 5 年 5 月 1 8 日  株 式 会 社 H . R コ ー ポ レ

ー シ ョ ン  

第 ７ 条 （ 利 用 料 等 ）  

１ ．  利 用 料 に つ い て は 、 甲 は 国 の 定 め る 基 準 に 従 っ て 、 生 活 費 、 事

務 費 、 管 理 費 、 暖 房 費 （ 1 1 月 ～ ３ 月 ） を 合 算 し た 額 を 別 途 個 別

に 算 定 し て 、 乙 に 請 求 す る も の と す る 。  

２ ．  第 １ 項 の ほ か 、 甲 は 入 居 者 の 使 用 に か か わ る 電 気 、 水 道 等 の  

使 用 料 を 乙 に 請 求 す る も の と す る 。  

３ ． 電 話 料 金 は 乙 が 各 自 で 支 払 う も の と す る 。  

４ ． 管 理 費 の 納 入 方 式 に つ い て は  

 

 一 括 納 入 金 額  月 額  

一括方式（20 年分） 8 , 2 0 0 , 0 0 0 円   

併用方式 

（20 年分の一部を一括 

で、残りを月割りで 

支払う。） 

1 , 0 0 0 , 0 0 0 円  3 4 , 7 0 0 円  

2 , 0 0 0 , 0 0 0 円  2 9 , 9 0 0 円  

3 , 0 0 0 , 0 0 0 円  2 5 , 0 0 0 円  

4 , 0 0 0 , 0 0 0 円  2 0 , 2 0 0 円  

5 , 0 0 0 , 0 0 0 円  1 5 , 4 0 0 円  

分割方式（20 年間）  3 9 , 0 0 0 円  

    を 支 払 う も の と す る 。  

  但 、 一 括 納 入 方 式 及 び 併 用 方 式 を 希 望 す る 場 合 は 入 居 日 ま で に

振 り 込 む も の と す る 。   



５ ． 乙 は 事 務 費 の 減 額 を 希 望 す る 場 合 に あ っ て は 、 契 約 時 及 び 翌 年  

以 降 、 年 1 回 乙 の 収 入 等 に 関 す る 挙 証 資 料 を 添 付 し 理 事 長 に 対  

し て 申 請 を 行 う こ と 。  

６ ．  特 別 な サ ー ビ ス に 要 す る 費 用 は 、 そ の 実 費 を 乙 の 負 担 と す る 。  

第 ８ 条 （ 利 用 料 の 改 訂 ）  

１ ．  甲 は 、 国 及 び 施 設 の 定 め る 基 準 に 改 正 も し く は 変 更 が 生 じ た  

場 合 、 そ れ に 基 づ き 利 用 料 を 改 訂 す る も の と す る 。  

２ ．  甲 は 利 用 料 を 改 訂 す る 場 合 、 国 及 び 施 設 の 改 訂 通 知 を 乙 に 明  

示 す る も の と す る 。  

 

第 ９ 条 （ 利 用 料 の 納 入 ）   

 乙 は 第 ７ 条 （ 利 用 料 等 ） に 基 づ く 月 額 の 利 用 料 等 を 、 毎 月 末 日 迄

に 甲 が 指 定 す る 方 法 に よ り 甲 に 支 払 う も の と す る 。  

  （ 末 日 が 休 日 の 場 合 は そ の 前 日 迄 と す る ）  

 

第 1 0 条 （ 居 室 へ の 立 ち 入 り ）  

 甲 は 、 居 室 の 保 全 、 衛 生 、 防 犯 、 防 火 そ の 他 管 理 上 の 必 要 が あ る

と 認 め ら れ る 場 合 は 、 乙 の 承 諾 を 得 て 、 い つ で も 居 室 内 に 立 ち 入

り 、 必 要 な 措 置 を と る こ と が で き る も の と す る 。 但 し 、 乙 の 健 康 、

災 害 上 の 緊 急 の 場 合 は 乙 の 承 諾 を 得 な い で 立 ち 入 る こ と が で き る 。  

 

第 1 1 条 （ 居 室 内 の 模 様 え 替 等 ）   

１ ．  乙 は 、 甲 の 承 諾 を 得 た 場 合 に は 、 退 去 時 に は 原 状 に 復 す る こ と  

を 条 件 と し て 、 居 室 の 模 様 替 え を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

２ ．  乙 は 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 乙 の 居 室 に お け る 次 の 各 号 に 掲  

げ る も の の 小 修 理 又 は 取 替 え を 行 う も の と す る 。  

（ １ ） フ ロ ー リ ン グ 等 の 床 ク ロ ス  

（ ２ ） 窓 ガ ラ ス ・ サ ッ シ  

（ ３ ） カ ー テ ン ・ 壁 紙 等  

（ ４ ） そ の 他 甲 が 別 に 定 め る も の  

 

第 1 2 条 （ 居 室 内 の 模 様 替 え 等 の 費 用 負 担 ）   

  乙 の 居 住 に つ い て の 第 1 1 条 （ 居 室 内 の 模 様 替 え 等 ） に 定 め る 模 様  

替 え そ の 他 補 修 、 改 修 の 費 用 は 、 乙 が こ れ を 負 担 す る 。 但 し 、 設

計 、 施 工 に 起 因 す る 補 修 、 改 修 費 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

第 1 3 条 （ 原 状 回 復 の 義 務 ）  

１ ．  乙 は 、 目 的 施 設 及 び 備 品 （ 第 1 2 条 に 基 づ く 造 作 、 模 様 替 え 等 を



除 く ） に つ い て 、 汚 損 、 破 損 若 し く は 滅 失 そ の 他 現 状 を 変 更 し

た 場 合 に は 、 乙 の 選 択 に 従 い 、 直 ち に 自 己 の 費 用 に よ り 原 状 に

復 す る か 、 又 は 甲 が 別 に 定 め る 代 価 を 支 払 う も の と す る 。 但 し 、

乙 の 責 め に 基 づ か な い 場 合 は こ の 限 り で は な い 。  

２ ．  乙 は こ の 契 約 が 第 1 6 条 （ 甲 の 契 約 解 除 ） 又 は 第 1 7 条 （ 乙 の 契

約 解 除 ） の 規 定 に よ り 解 除 さ れ た 場 合 、 又 は 第 1８ 条 （ 契 約 の 終

了 ） 第 1 号 の 規 定 に よ り 契 約 が 終 了 し た 場 合 に お い て 乙 の 居 室

を 甲 に 明 け 渡 す と き は 、 第 1 1 条 （ 居 室 内 の 模 様 替 え 等 ） 各 号 に

掲 げ る も の に つ い て 修 理 若 し く は 、 取 替 え に 要 す る 費 用 を 負 担

す る も の と す る 。 又 、 居 室 の ワ ッ ク ス 掛 け 等 、 清 掃 を し 、 明 け

渡 さ な け れ ば な ら な い 。  

 

第 1 4 条 （ 甲 の 賠 償 責 任 ）  

天 災 事 変 そ の 他 の 不 可 抗 力 及 び 火 災 、 盗 難 、 あ る い は 外 出 中 の 不

慮 の 事 故 に よ り 、 乙 が 受 け た 損 害 に つ い て 甲 は 、 一 切 の 賠 償 責 任

を 負 わ な い も の と す る 。 但 し 、 甲 の 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ っ て

乙 に 損 害 を 与 え た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

第 1 5 条 （ 動 物 飼 育 ）   

乙 は 居 室 又 は 共 用 施 設 、 若 し く は 敷 地 内 に お い て 小 鳥 及 び 魚 類 等

以 外 の 動 物 を 飼 育 し よ う と す る 場 合 は 、 甲 に 事 前 に 許 可 を 得 な け

れ ば な ら な い も の と す る 。  

 

第 1 6 条 （ 甲 の 契 約 解 除 ）  

１ ．  甲 は 、 乙 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 、 乙 に 対 し 2 ヶ

月 間 の 予 告 期 間 を 置 い て 、 こ の 契 約 の 解 除 を 通 告 す る こ と が で

き る も の と す る 。   

（ １ ） 入 居 の 要 件 に 関 し て 、 虚 偽 の 届 出 を 行 っ て 入 居 し た と き 。  

（ ２ ） 利 用 料 を 3 ヵ 月 以 上 支 払 わ な い と き 。  

（ ３ ） 事 務 費 の 減 額 に 当 た っ て 虚 偽 の 届 出 を 行 っ た 場 合 。  

（ ４ ） 理 事 長 の 承 諾 を 得 な い で 、 施 設 の 建 物 や 附 帯 設 備 等 の 造 作 ･  

模 様 替 え を 行 い 、 か つ 原 状 回 復 を 行 わ な い と き 。  

（ ５ ） 個 別 の 日 常 生 活 の 援 助 （ 調 理 を 除 く ） 又 は 介 護 を 必 要 と す る   

状 態 で あ る に も 関 わ ら ず 、 そ れ ら を 受 け る こ と が で き な い と

き 。  

（ ６ ） 金 銭 の 管 理 、 各 種 サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て 自 分 で 判 断 が で き   

な く な っ た と き 。  

（ ７ ） そ の 他 共 同 生 活 の 秩 序 を 著 し く 乱 し 、 他 の 入 居 者 に 迷 惑 を か   



け た と き 。  

（ ８ ）  利 用 者 （ 認 知 症 な ど の 病 気 や 障 害 の あ る 場 合 も 含 む ） 及

び 家 族 に よ る 職 員 に 対 す る ハ ラ ス メ ン ト 行 為 。  

（ ハ ラ ス メ ン ト 行 為 ）  

身 体 的 暴 力 を ふ る う 事 。  

職 員 に 対 し 、 人 格 を 傷 つ け る 言 動 を 行 う 事 。  

職 員 に 対 し 、 暴 言 ・ 罵 声 を 浴 び せ る 、 又 は 不 必 要 な 大 声 を

出 す こ と 。  

介 護 保 険 法 に 定 め ら れ て い な い サ ー ビ ス 提 供 の 要 求 。  

達 成 不 可 能 な 要 求 。  

保 険 料 、 利 用 料 を 払 っ て い る か ら と 威 圧 的 な 態 度 で 接 す る 。  

特 定 の 職 員 に の み 介 護 を 要 求 す る 、 ま た は 特 定 の 職 員 を 無

視 し た り 批 判 し た り す る 。  

職 員 の 私 生 活 上 の 事 項 に つ き 、 質 問 ・ 発 言 を す る こ と 。  

職 員 の 意 に 反 し て 性 的 な 冗 談 を い う 事 。  

卑 猥 な 写 真 等 の 閲 覧 の 強 要 や 配 布 、 掲 示 。  

の ぞ き 見 や 盗 撮 、 ま た は 体 を 凝 視 す る こ と 。  

不 必 要 な 身 体 的 接 触 。  

容 姿 や 男 女 関 係 等 、 業 務 上 不 必 要 な 内 容 に 触 れ る こ と 。  

悪 質 な 中 傷 行 為 。  

職 員 の 意 に 添 わ な い 、 食 事 等 勤 務 外 の 誘 い 。  

上 記 以 外 の 行 為 で も 、 業 務 の 適 正 な 範 囲 を 超 え る 、 又 は 就 業 環 境

を 悪 化 さ せ る 行 為 と 認 め ら れ た 場 合 に は 、 退 所 等 必 要 な 措 置 を 講

じ る も の と し ま す  

 

２ ．  乙 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 甲 が こ の 契 約 の 解 除 を 通 告 し た 場 合 に

は 、 そ の 予 告 期 間 満 了 後 、 遅 滞 な く そ の 居 室 を 明 け 渡 す も の と

す る 。  



３ ．  甲 は 、 乙 に 対 し 第 1 項 に よ る 契 約 の 解 除 通 告 を す る に 先 だ っ て

必 ず 、 乙 及 び 乙 の 身 元 保 証 人 に 弁 明 の 機 会 を 設 け る も の と す る 。  

４ ．  甲 は 、 乙 に 対 し 、 第 1 項 に よ る 契 約 の 解 除 通 告 に 伴 う 予 告 期 間  

中 に 必 ず 乙 の 移 転 先 の 有 無 に つ い て 確 認 し 、 移 転 先 が な い 場 合

に  は 乙 及 び 乙 の 身 元 保 証 人 そ の 他 関 係 者 、 関 係 機 関 と 協 議 し 、

乙 の  移 転 先 の 確 保 に 協 力 す る も の と す る 。  

 

第 1 7 条 （ 乙 の 契 約 解 除 ）   

１ ．  乙 は 、 こ の 契 約 を 解 除 し よ う と す る と き は 、 １ ヶ 月 間 の 予 告 期

間 を 持 っ て 甲 が 定 め る 契 約 解 除 届 け を 甲 に 提 出 す る も の と し 、

そ の 契 約 解 除 届 け に 記 載 さ れ た 契 約 解 除 日 を も っ て こ の 契 約 は

解 除 さ れ る も の と す る 。  

２ ．  乙 は 、 前 項 の 契 約 解 除 日 ま で に 居 室 を 明 け 渡 さ な け れ ば な ら な  

い 。  

３ ．  乙 が 契 約 解 除 届 け を 甲 に 提 出 し な い で 居 室 を 退 去 し た と き は 、

甲 が 乙 の 退 去 の 事 実 を 知 っ た 翌 日 か ら 起 算 し て ３ ０ 日 目 を も っ

て 、 こ の 契 約 は 解 除 さ れ た も の と す る 。  

 

第 1 8 条 （ 契 約 の 終 了 ）  

１ ． こ の 契 約 に よ る 契 約 終 了 と は 、 次 の 各 号 に 該 当 す る 場 合 を い う 。   

（ １ ）  乙 が 死 亡 し た と き （ 乙 が ２ 名 の 場 合 は 、 そ の い ず れ も が 死 亡   

し た と き ）  

（ ２ ）  第 1６ 条 （ 甲 の 契 約 解 除 ） 又 は 第 1７ 条 （ 乙 の 契 約 解 除 ） に 基

づ き 契 約 が 解 除 さ れ 、 予 告 期 間 が 終 了 し た と き 。  

 

第 1 9 条 （ 財 産 の 終 了 ）   

１ ．  乙 の 死 亡 に よ り 契 約 終 了 し た 場 合 、 甲 は 乙 の 所 有 物 を 善 良 な る

管 理 者 の 注 意 を も っ て 保 管 し 、 乙 の 身 元 保 証 人 に 連 絡 し て 一 切

の 処 置 を さ せ る も の と す る 。  

２ ．  こ の 身 元 保 証 人 は 、 前 項 の 連 絡 を 受 け た 場 合 、 契 約 終 了 の 翌 日

か ら 起 算 し て 3 0 日 以 内 に そ の 所 有 物 を 引 き 取 り 、 居 室 を 甲 に 明

け 渡 さ な け れ ば な ら な い 。  

３ ．  明 け 渡 し の 期 間 が 過 ぎ て も な お 残 置 さ れ た 所 有 物 に つ い て は 、

乙 の 身 元 保 証 人 そ の 他 の 継 承 人 が そ の 所 有 物 を 放 棄 し た も の と

み な し 、 甲 に お い て 適 宜 処 分 で き る も の と す る 。  

４ ．  乙 が 第 1 6 条 （ 甲 の 契 約 解 除 ） 第 ２ 項 、 又 は 第 1 7 条 （ 乙 の 契 約

解 除 ） 第 2 項 に よ り 甲 に 対 し て 乙 の 居 室 を 明 け 渡 し た 後 に お い

て 、 な お 乙 の 残 置 所 有 物 等 が あ る 場 合 に は 、 前 項 を 準 用 す る 。  



 

第 2 0 条 （ 身 元 保 証 人 ）  

１ ．  乙 は 、 入 居 に 際 し １ 名 の 身 元 保 証 人 を 定 め る も の と す る 。  

２ ．  前 項 の 身 元 保 証 人 は 、 乙 に 契 約 不 履 行 が あ っ た 場 合 に 、 こ の 契

約 か ら 生 じ る 一 切 の 責 任 に つ い て 連 帯 し て 履 行 の 責 を 負 う と 共

に 、 必 要 な 場 合 は 乙 の 身 柄 を 引 き 取 る 責 任 を 負 う も の と す る 。  

但 し 、 身 元 保 証 人 の 保 証 の 極 度 額 を 金 3 , 0 0 0 , 0 0 0 円 と す る 。   

３ ．  乙 は 、 身 元 保 証 人 の 住 所 、 氏 名 に 変 更 が あ っ た と き 、 及 び 死 亡 、

禁 治 産 者 の 宣 告 等 に よ っ て 変 更 す る と き は 、 そ の 旨 を 直 ち に 甲

に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 2 1 条 （ 管 理 費 の 返 還 ）  

１ ．  乙 が 契 約 の 締 結 か ら 終 了 ま で の 期 間 が 2 0 年 未 満 の 場 合 は 、  

   一括方式で支払われた管理費 

                            →全額又は一部について 

                               乙に変換する。 

 併用方式で支払われた管理費のうち一括して納入した額 

 

２ . 前 項 に 規 定 す る 返 還 金 は 次 の 算 式 に よ り 算 出 す る も の と す る 。  

但 し 、 入 居 期 間 が 2 0 年 を 超 え る 場 合 は 返 還 し な い も の と す る 。  

 

            契 約 期 間 の 月 数  （ 端 数 千 円 未 満 は  

  （ 管 理 費 ） × １ －           四 捨 五 入 し て  

             2 4 0 ヵ 月     千 円 単 位 と す る 。 ）  

 

３ ．  第 1 8 条 （ 契 約 の 終 了 ） 第 1 号 の 規 定 に よ り 契 約 が 終 了 し た 場 合

は 、 契 約 の 締 結 か ら 終 了 ま で の 期 間 が 2 0 年 未 満 の 場 合 は 、 乙 の

返 還 金 受 取 人 に 前 第 2 項 で 算 出 し た 返 還 金 を 返 還 す る 。  

４ ．  前 第 2 項 の 場 合 契 約 締 結 日 及 び 予 告 期 間 満 了 日 、 又 は 契 約 終 了

日 が 属 す る 月 は 、 そ れ ぞ れ 1 ヵ 月 と し て 計 算 す る も の と し 返 還

金 は 無 利 息 と す る 。  

５ ．  返 還 金 は 、 乙 の 居 室 明 け 渡 し の 翌 日 か ら 起 算 し て 1 ヵ 月 以 内 に

返 還 す る 。  

 

第 2 2 条 （ 返 還 金 受 取 人 ）   

１ ．  乙 は 、 第 2 1 条 （ 管 理 費 の 返 還 ） に 規 定 す る 返 還 金 受 取 人 １ 名 を

定 め る も の と す る 。 但 し 、 乙 が ２ 名 の 場 合 は 、 そ れ ぞ れ に つ い

て 各 １ 名 を 定 め る こ と が で き る 。  



２ ．  前 項 に 規 定 す る 返 還 金 受 取 人 は 、 第 2 0 条 （ 身 元 保 証 人 ） に 規 定

す る 身 元 保 証 人 が こ れ を 兼 ね る こ と が で き る 。  

３ ．  第 1 項 に 規 定 す る 返 還 金 受 取 人 に 支 障 が 生 じ た 場 合 は 、 乙 は 甲

に 対 し 、 直 ち に そ の 旨 を 届 け 出 る と と も に 、 甲 の 承 認 を 得 て 、

新 た に 返 還 金 受 取 人 を 定 め る も の と す る 。  

4 .  第 1 項 に 規 定 す る 返 還 金 受 取 人 に 事 故 が 生 じ 、 返 還 金 を 受 け 取 る

こ と が 出 来 な い と 判 断 し た 場 合 、 甲 は 身 元 保 証 人 に 返 還 す る 。   

 

第 2 3 条 （ 精  算 ）   

 第 1 6 条 （ 甲 の 契 約 解 除 ） 若 し く は 第 1 7 条 （ 乙 の 契 約 解 除 ） の 規

定 に よ り 、 予 告 期 間 が 満 了 し た 場 合 又 は 、 第 1 8 条 （ 契 約 の 満 了 ） 第

1 号 の 規 定 に よ り こ の 契 約 が 終 了 し た 場 合 、 乙 が 甲 に 対 し て 第 1 3 条

（ 現 状 回 復 の 義 務 ） 第 2 項 、 そ の 他 の 条 項 に よ り 債 務 が あ る 場 合 に

は 、 甲 は 第 2 1 条 （ 管 理 費 の 返 還 ） 第 1 項 に 規 定 す る 返 還 金 か ら 差 し

引 く も の と す る 。 但 し 、 返 還 金 が な い 場 合 は 、 別 途 負 担 し 、 居 室 明

け 渡 し の 日 迄 に 精 算 す る 。  

 

第 2 4 条 （ 乙 に よ る 入 居 開 始 可 能 年 月 日 前 解 除 ）  

 乙 は 、 入 居 開 始 可 能 年 月 日 前 に こ の 契 約 を 解 除 す る 場 合 に は 、 書

面 に よ っ て 甲 に 通 知 す る と と も に 、 既 払 い 金 金 額 の 返 還 を 請 求 で き

る も の と す る 。 但 し 金 利 の 支 払 い は 求 め な い も の と す る 。  

 

第 2 5 条 （ 契 約 終 了 後 の 居 室 の 使 用 に 伴 う 実 費 精 算 ）   

乙 は 、 契 約 終 了 日 ま で に 居 室 を 甲 に 明 け 渡 さ な い 場 合 に は 、 契 約

終 了 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 、 明 け 渡 し の 日 迄 の 利 用 料 等 を 甲 に 支 払

う も の と す る 。 但 し 、 第 1 8 条 第 1 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 は 、 第 1 9

条 第 2 項 に 規 定 す る 明 け 渡 し 期 限 を 本 条 に い う 契 約 終 了 日 と み な す 。  

 

第 2 6 条 （ 入 居 開 始 可 能 年 月 日 の 変 更 ）  

 甲 が 、 入 居 開 始 可 能 年 月 日 を 変 更 し た 場 合 は 、 そ の 旨 を 直 ち に 乙

に 書 面 を も っ て 通 知 す る も の と す る 。  

 

第 2 7 条 （ 誠 意 処 理 ）  

 こ の 契 約 書 の 解 釈 及 び こ の 契 約 書 に 定 め な い 事 項 に つ い て は 、 必

要 に 応 じ て 甲 、 乙 相 互 に 協 議 し 、 誠 意 を も っ て 処 理 す る も の と す る 。  

 

  

以 上 の 通 り 、 甲 、 乙 、 身 元 保 証 人 、 返 還 金 受 取 人 は 記 名 捺 印 の う



え 契 約 し 、 そ の 証 と し て 甲 、 乙 、 身 元 保 証 人 、 返 還 金 受 取 人 は 、 本

書 各 １ 通 ず つ を 保 有 す る 。  

 

 

 

令 和   年   月   日  

 

事  業  者  

   住  所 ： 兵 庫 県 た つ の 市 御 津 町 中 島 9 8 0 - 3  

 

   氏  名 ： 社 会 福 祉 法 人  夢 工 房  

ケ ア ハ ウ ス マ リ ナ グ リ ー ン 御 津  

理  事  長     滝  澤  功  治    印   

 

 

入  居  者  

 （ １ ） 住  所 ：  

 

    氏  名 ：                   印   

 

 （ ２ ） 住  所 ：  

 

    氏  名 ：                   印   

 

 

身 元 保 証 人  

    住  所 ：  

 

    氏  名 ：                   印   

 

 

返 還 金 受 取 人  

    住  所 ：  

 

    氏  名 ：                   印   


